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㈲アシストホーム TEL:046-877-1127             ご意見・ご感想・ご要望などお待ちしています。             P.1      ㈲アシストホーム  生活改善リフォームのご提案や雨漏り・耐震・老朽化調査及び施工を行っております。お気軽にご相談くださいませ。  P.2 
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住まいる通信 
 皆様将来、ご自宅での暮らし方について考えられたことはございますでしょうか？ 

きっかけは色々あると思いますが、例えば子供達が独立して夫婦二人になったり、高齢になってき

て室内の使い勝手が悪くなったり、老後安心して生活出来る家づくりに変えてみたいなど… 

 今回は『人生折り返し点を過ぎたらそろそろ～』とお考えの方に～ 

お問合せ等 お気軽にお電話ください  アシストホーム 046-877-1127  

 

アシストホームで工事をしていただきましたお客様の声 

(有)アシストホームは地元の工務店です‼身近で気軽に何でも頼める工務店！  

小さな工事から大きな工事までお気軽にご相談ください！ 

 
７年前に弊社で新築を建てられた横須賀在住のＫ様、今回は外水道の漏水で蛇口の交換のご依

頼がありましたが、昨年は二人の娘さんの子供部屋をカーテンで仕切る依頼がありました。新築

の際は壁で仕切れるように天井の下地を計画的に配置していましたが、お子様が巣立った後は再

度一部屋として使うことも可能なようにカーテンにしました。家は作って終わりではありませ

ん。家族のライフステージや家族構成の変化などに伴い住空間を変化させていくことで過ごしや

すい空間を作っていくことができます。お客様のお悩みを丁寧に伺いながら寄り添った提案をす

るよう社員一同心がけています。 

これからの住まいと暮らしを考えてみませんか 

 今お住まいのご自宅に、老後も『住み続ける』又は『住み替える』によってリフォームのやり

方は違ってきます。今回は、『住み続ける』について詳しくお話しさせていただきます。 

★4 つの安心イメージ★ 長く住み続けるためのリフォーム 

●長く健康に暮らせる「住まい」 ●自立して自分らしく暮らせる「住まい」 

●介護期になっても暮らせる「住まい」 ●次世代に継承できる良質な「住まい」 

安全・安心で、身体的・経済

的な負担が少なくなり、外

出や家事などが便利に！ 

外出、趣味、交流を楽しむ

など豊かな高齢期のライ

フスタイルに応じた空間

の確保 

手摺の設置や福祉用具の

使用など、軽微な対応で

暮らしを継続 

住まいの長寿化に対応し、

子供やお孫さんにとって

も住みやすい 

  

  

悠々自適なセカンドライフを過ごすには 3 つの能力を発揮できる元気なうちに‼ 
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リフォーム費用や

工事内容などを決

められる判断力が

必要です 

家具の移動や物

の片付け処分や

整理整頓する力

が必要です 

新たな設備を購入し

た場合には、操作等

を受け入れる能力が

必要です 

自分達の家に合ったプランを考えてみましょう！ 

１．温熱環境への配慮 

２．外出のしやすさへの配慮 

３．トイレ・浴室の利用の 

しやすさへの配慮 

４．日常生活空間の 

合理化への配慮 

５．主要動線上の 

バリアフリーへの配慮 

７．光・音・匂い・湿度 

などへの配慮 

６．設備の導入・更新への配慮 

８．余った部屋の活用への配慮 

住宅の断熱性、部屋と廊下、トイレ、浴室などの 

温度差の減少、ヒートショックへの配慮 etc. 

外出がおっくうにならないような緩やかな階段や

スロープに改修。 

トイレの近くに寝室の位置を変更したり、 

トイレや浴室は段差のないバリアフリーに 

将来は寝室とリビング等をワンフロア—化に 

日常生活の動線で段差を無くして転倒防止化 

最新設備の導入で便利、安全、 

ランニングコストの削減 

五感が衰えても快適に過ごせる室内に 

 

使わない部屋を趣味室にして楽しい日常生活を 

  


